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北海道教育推進会議（第10期第８回） 議事録 

 

１ 日時 

令和７年(2025年)８月６日(金) 10：30～11：30 

 

２ 場所 

ＴＫＰ札幌ビジネスセンター赤れんが前 ５階 ホール５Ｈ 

 

３ 議案 

 【議事】 

・令和６年度（2024年度）北海道教育委員会の活動状況に関する点検・評価報告

書（案）について 

 

４ 会議資料 

（１）【資料１】北海道教育推進会議（７月11日開催）における委員意見について 

（２）【資料２】前回（７月11日 点検・評価報告書（原案））からの修正箇所 

（３）【資料３】令和６年度（2024年度）北海道教育委員会の活動状況に関する点検 

       ・評価報告書（案） 

 

５ 出席者 

○ 北海道教育推進会議委員 

中村会長、篠原副会長、杉本委員、小林委員、糸谷委員、田邊委員、山田委員、 

鎌本委員、朝倉委員、川口委員、平埜委員、保前委員、新屋委員 

● 事務局 

中島教育長、伊賀総務政策局長、伊藤学校教育局長、奥寺高校改革推進担当局長、 

山城ＩＣＴ教育推進局(兼)指導担当局長、新居特別支援教育担当局長、 

泉野生徒指導・学校安全担当局長、山下教職員局長、 

伊藤社会教育課長、小寺教職員育成課長、森田生徒指導・学校安全課長、 

多田ＩＣＴ教育推進課長、江川教職員課長、内山働き方改革担当課長 

  教育政策課：出分教育政策課長、佐々木課長補佐、曽根主査、塩田主査、及川主任、 

古澤主任、阿部主任、菅井主任 

 

６ 内容 

（佐々木課長補佐） 

● 第10期第８回北海道教育推進会議を開催いたします。開会の前に資料の確認をさせ

ていただきます。資料１「北海道教育推進会議（７月11日開催）における委員意見に 
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ついて」、資料２「前回（７月11日 点検・評価報告書（原案））からの修正箇所」、資 

料３「令和６年度（2024年度）北海道教育委員会の活動状況に関する点検・評価報告 

書（案）」、机上資料としまして、北海道教育推進計画概要版、北海道教育推進計 

画、令和５年度（2023年度）の教育委員会の活動状況に関する点検・評価報告書を用 

意しております。足りない資料がございましたら事務局にお伝え願います。 

まず、本日の会議の出席状況ですが、全員の委員に御出席をいただいておりますの

で、会議は成立していることを御報告いたします。 

  それでは開会に当たりまして、教育長の中島より御挨拶申し上げます。 

 

（中島教育長） 

● ただいま御紹介いただきました教育長の中島と申します。 

会議の開会に当たりまして一言御挨拶を申し上げます。 

現在子どもたちを取り巻く教育環境は、人々の価値観や生活様式などが大きく変わ

っている中で、従来の知識や経験だけでは、答えを見いだすことができない、非常に

難しい時代となっているのは皆さん御承知のとおりと思います。 

教育機関には、子どもたちが持続可能な社会のつくり手として成長していくために、

今必要とされる資質、能力、こういったことを育んでいくことが求められているかと

思います。 

このような中、北海道教育推進会議におきましては、本道教育の振興に関する施策

の推進を図るため、教育委員会の附属機関として設置しているものでございまして、

大変重要な会議であると認識しているところでございます。 

委員の皆様方におかれましては、これまで、本道の教育施策に関する点検・評価を

行うなど、精力的な御審議をいただいておりまして、改めて御礼申し上げます。あり

がとうございます。 

本日の会議でございますけれども、前回会議に引き続きまして、北海道教育委員会

の活動状況に関する点検評価について、全体を通した最終案を御審議いただきたいと

思っておりますので、皆様方からも幅広い見地から、忌憚のない御意見をいただけれ

ばと思います。 

なお、本推進会議第10期としての任期が令和5年12月から、今年の11月末までとな

っておりまして、第10期といたしましては本日が最後の会議となります。 

任期といたしましては、あと４ヶ月ほどございますので、中村会長、篠原副会長を

はじめ、委員の皆様方におかれましては、引き続き、それぞれのお立場から、御指導

を賜りたくお願い申し上げまして、御挨拶とさせていただきます。 

本日はよろしくお願いいたします。 
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（佐々木課長補佐） 

● 教育長につきましては、他の用務もございますので、ここで退席させていただき 

ます。 

では、本日の流れを御説明いたします。本日は令和６年度（2024年度）北海道教育

委員会の活動状況に関する点検調査に関する議事の１件となっております。 

終了時刻は11時30分を予定しております。長い時間になりますが、どうぞよろしく

お願いいたします。それでは、議事に入りますので、議事進行は中村会長にお願いし

たいと思います。会長よろしくお願いいたします。 

 

（中村会長） 

○ 中村でございます。今、御案内がありましたとおり、今回の議案は、ずっと行って

参りました「令和６年度（2024年度）北海道教育委員会の活動状況に関する点検・評

価報告書」の最終のまとめを決定するという議案になっております。 

前回まで多数御意見、御要望をいただき、それに対して事務局から様々な御対応を

いただきまして、本当に身のある、質の高い活動状況の取りまとめができたのではな

いかと思います。 

その辺の、最終的な資料はお手元の方に配付されていると思うのですが、その概要

ポイントについて、出分課長から御説明をいただきたいと思います。 

よろしくお願いいたします。 

 

（出分教育政策課長） 

● はい、ありがとうございます。私の方からお手元の資料について御説明いたします。 

資料１をご覧ください。この資料は、７月11日開催の第７回会議において各委員か

ら出された意見とその回答を整理したものです。 

時間の関係もありますので、この場では一つ一つ読み上げることは差し控えますが、 

１つだけ例示すると、Ｎｏ.５、Ｎｏ.６の道徳教育に関する御意見ですが、道教委で

は、道徳教育推進教師を対象として、授業改善に向けた研修等を行っておりまして、

今年度の研修では、「生命の大切さの自覚やいじめの未然防止」をテーマとして実施

しており、こうした研修や北海道版道徳教育アーカイブを通して、より一層の道徳教

育の充実を図っていくこととしております。 

  この他にも、各施策項目や全体に関しいただいた意見を踏まえ、次年度以降の取組

や点検・評価に反映していきたいと考えております。 

次に、資料２を御覧ください。前回会議において審議いただいた点検・評価報告書

（原案）からの主な修正箇所を整理した資料です。こちらについては、修正点となり

ますので、１つずつ御説明します。 
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はじめに、データの更新に伴う修正ですが、お手元の資料３の第１章28ページ「公

立高等学校等入学者選抜実施状況」に関し、原案では「現在集計中」となっていまし

たが、数値が確定したので更新を行いました。 

次に、指標の実績値の確定に伴い、総合評価が確定したものとして、36ページ、「施

策項目２ 幼児教育の充実」については、読書ボランティアの読み聞かせの回数に関

する実績値が確定したため、定量評価が確定し、総合評価としては「順調」となりま

した。 

次に、85ページ「施策項目17 働き方改革の推進」については、教育職員に関わる

時間外在校等時間の実績値が確定したので、定量評価が確定し、総合評価としては「概

ね順調」となりました。 

なお、これらの実績値の確定に伴いまして、30ページの点検・評価報告書（概要版）

及び106ページに掲載の「推進指標管内別内訳」も併せて更新しています。 

次に、資料編の修正箇所として、115ページ「高等学校への生徒の就学状況」につ

いて、データが確定したため、更新を行いました。 

続いて、資料２の下の部分で、教育委員会や推進会議の意見などを踏まえて修正し

たものとして、２点ございます。 

まず、第２章90ページ「施策項目18 学びのセーフティネットの構築」に関しまし

て、取組の柱(３)①及び取組の柱(４)②に記載の「スクールカウンセラーの配置校数」

について、Ｒ６：184校としておりましたが、誤植がございましたので、192校に修正

しております。 

次に98ページ「施策項目20 生涯学習・社会教育の振興」につきまして、いただい

た御意見を踏まえ、次年度の取組において、「新たな利用者の獲得のため」との記述

を加筆しております。二重線を引いている部分になります。 

最後に、ページが戻り恐縮ですが、30、31ページを御覧ください。こちらは点検評

価報告書の概要版です。こちらの概要版につきましては、昨年、推進会議で委員の皆

様からいただいた意見を踏まえ、新たに作成した資料となりますが、６月の書面開催、

７月の対面開催において出された御意見について、施策の柱１、２、３ごとに主な意

見として記載をしております。 

原案から修正した箇所の説明は以上です。今回の点検・評価報告書が最終案となり

ますので、その点も踏まえて御意見をいただければと考えております。 

  なお、今後のスケジュールについてですが、本日、お示しした案について、本日の

午後及び８月21日に開催の教育委員会で審議、決定の上、９月８日開催予定の道議会

文教委員会に報告することとしております。説明は以上です。 
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（中村会長） 

○ ありがとうございました。ただいま御説明いただきましたとおり、「令和６年度（2024

年度）の北海道教育委員会の活動状況に関する点検・評価報告書」について、これまでの

議論を踏まえて、本日最終案が示されたということで、修正案は、今説明ありました資料

２の２番目『教育委員会（7月 10 日、７月 24日）、教育推進会議（７月 11日）の意見等

を踏まえた修正』の２点ほど、１点目はデータの微修正と、２点目は、意見を踏まえた、

補足説明ということで、主立った内容には特段影響を与えるものではないかと思います

が、そういうことで、最終案が御提示されたということでございますので、特段の異議等

がなければ、本案をもちまして、本会議における最終案の決定ということで了解したいと

思いますが、いかがでしょうか。 

 

（北海道教育推進会議委員） 

○ 異議なし 

 

（中村会長） 

○ それでは皆様異議なしということですので、本日示されました、「令和６年度（2024 年

度）の北海道教育委員会の活動状況に関する点検・評価報告書」の最終案は、本案のとお

り、了解ということで決定したいと思います。どうもありがとうございました。 

予定の議案はこのような形で、大変スムーズに終わりましたので、せっかく集まってい

ただきました機会でございますので時間の許す限りになりますが、先ほど御説明いただ

き、教育長からもお話ありましたとおり、本第 10 期委員が集まるのは、これが最後で、

任期もこの 11 月で、次の 11 期にメンバーが入れ替えになりますので、これまで参加さ

れてきた、実績等を踏まえて、次のメンバーの会議に申し送りではないのですが、事務局

も含めまして、さらに、改善工夫してくれたらいいのではないかという、御意見、御要望

を取りまとめさせていただいて、最後の会議にふさわしいお時間をとらせていただきた

いなというふうに思います。 

事前に予告していないので場当たり的になるかもしれませんが、全然差し支えない御

意見で結構だと思います。 

  また、前回から新しく委員になられた皆様については、特段、意見がないということで、

パスしていただいても構いませんので、そのような形で、もう１順回らせていただいて、

最後締めくくりにさせていただきたいなというふうに思います。 

それでは新屋委員から、よろしくお願いいたします。 

 

（新屋委員） 

○ お疲れ様でございます。新屋です。 

  今回公募で、この会議に、参加させていただいて、最初は一保護者で入ったのですが、
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資料などを読み解いているときに、「北海道教育推進計画 2023 年度～2027 年度」に社会

教育士について 22ページに書かれているのを今一度まじまじと読むと、これは私でも関

わっていけることだと気づき、この会議に参加している最中に受講して、社会教育士を取

ることができました。それはやはり、こちらに参加させていただき、ご縁があったからで

きたなと思っています。 

具体的に言いますと、去年の秋に土日８時間受けて 120 時間何とか受講し、ZOOM でも

演習をして北海道立生涯学習推進センターで受講をしたのですが、すごく学びになって、

今私は小２、小６、中２の子育てをしているのですが、やはり、保護者であり、子育てし

ている最中に、地域や、この教育に関わる重要性を改めて感じさせていただきました。 

今回のまとめた資料の中でも先ほどおっしゃっていた概要版、これがすごく私でも分

かると思いまして、実際ＰＴＡの会議とかに参加するのですが、「北海道教育推進会議に

出ています。」と言っても、とても莫大すぎて何を説明したらいいか、いつもわからなく

て、でもこの概要版を基に、こんなふうに私たちの子どもたちの教育は成り立っているよ

っていうのを、いろんな保護者に伝えていきたいなと改めて思いました。 

これをしっかり読んで、石狩に住んでいるのですが、石狩でもしっかり教育のことを、

ちゃんと引き続きつなげていきたいなと思いました。貴重なお時間どうもありがとうご

ざいました。勉強になりました。 

 

（中村会長） 

○ 素晴らしい。続けて、平埜委員よろしくお願いいたします。 

 

（平埜委員） 

○ おはようございます。臨床心理士、公認心理師の平埜と申します。 

私は９期からお世話になっており、本当に色々と北海道全体の教育について、学びを深

めさせていただいたと思いまして感謝しております。 

このまとめですが、非常にわかりやすく丁寧に、本当に一言一句というか、我々の思い

を受けとめてくださって、できる限り文章化してくださったのだなと思いました。そのご

努力に感謝と敬意を述べさせていただきます。ありがとうございました。 

私は普段、北海道の公立学校、それから私学の方で、スクールカウンセラーをさせてい

ただいております。その他に、北海道の教育相談にも関わらせていただいているのですが、

その活動の中で、非常に一番今、重要視しているのが、子どもたちの安全と命を守るとい

うことです。 

やはり先生方も現場にいらっしゃって感じられていると思いますが、本ですとか、研究

発表とかが出てくるより先に、学校現場の方で色々なことが動いて、起きていると思って

います。 

実際にこのコロナ禍を経て、子どもたちが変わってきたなというのを、私もすごく感じ
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ています。 

やはり対人コミュニケーションを学ぶ機会が減少し、その分ネットとかゲームとかに

どうしても行かざるを得なかった。私はゲームも悪くはないとは思っていて、むしろ今の

時代に合った形で取り入れていかなくてはいけないというふうに考えているひとりなの

ですけれども、ただ子どもである以上、歯止めがきかない。そのようなことに対するいろ

んな問題が今起きているのではないかなと思っております。 

それで、すぐにどうこうとはならないと思うのですけれども、お願いがございます。ス

クールカウンセラーの配置校の訂正を先ほどしてくださいましたが、配置校が増えてい

るのですね。でも、この中には「年１回小学校に行きましょう」というのも実は含まれて

います。 

私も、そういうふうにして伺わせていただいている学校があります。ただ、学校の先生

方にとって年１回、今まで知らない人が、来るということに対して、どのようにその時間

を使ったらいいのか、というふうなことも戸惑われるのも無理はないと思うのですね。 

私の方としても、「こんなことができますよ」とか、あらかじめ打ち合わせをさせてい

ただいたり、どのようなニーズがあるのかなということをお聞きして、ためになりそうな、

ちょっと役に立っていただけそうな資料とかお持ちしたり、事前にお話をしているので

すけれども、やはりですね、ちょっと、人口減少の、子どもの少ない地域ほど時間数は削

られています。 

今から７年前に、ある地域で、私が担当していた学校の時間数が半分に減りました。す

ごく相談ケースも多かったのですけれども、でも減ってしまいました。全道配置するため

だというふうに言われて、それは仕方がない面はあると思うのですけれども、でも先生方

としても、やっとこれだけスクールカウンセラーにやってもらえるのだとわかったとこ

ろで、時間がグッと減ってしまうと、どういうふうに運用していったらいいのか、という

現場の戸惑いもあると思います。 

お金・予算が絡むことですので、すぐどうにかなるものではないと思うのですけれども、

地方であればあるほど、閉鎖的な社会ですので、子どもたちの人間関係も硬直し、色々と

こうしなければならないというルールに、囚われてしまっている苦しさがあります。実際

にそういう不幸なことも起きている、そういう場所もございますので、今後早く、何か一

緒にそういう打開策というか、お考えいただければ幸いと思います。 

今後とも色々な形で、私もお世話になると思いますので、引き続き、ご指導賜れればと

思います。本当にどうもありがとうございました。 

 

（中村会長） 

○ ありがとうございました。川口委員よろしくお願いいたします。 
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（川口委員） 

○ 川口です。よろしくお願いします。 

総合評価が全体的に上昇しているということで、道教委の施策が十分実行されている

ということで、改めて敬意を表したいと思います。 

２点お話しさせていただきたいと思うのですが、以前に少しお話しさせていただいた

と思うのですけれども、私は、学習の基本は読み書きだと思っていて、特に、書きは非常

に重要だと思っています。 

今ＩＣＴ教育が推進されて、生成ＡＩもどんどん使われていますし、デジタル教科書が

普及されている中で、それはもう当然、これからも使われるのだと思うのですけども、そ

の根底には読み書きというのをしっかり指導した上での、使用ということを、私としては、 

自分の学校がそうなのですけれども、やっていきたいと思っていますので、そこは改めて

お話しさせていただきました。 

もう１点は、今朝の新聞に、道教委のアンケート調査（高校の授業料無償化に関するア

ンケート）で中学１年生から中学３年生を対象とした調査項目【私立高校にどれぐらい、

公立から希望が変わりますか】ということで、約 14％とデータがなっていたのですけど

も、就学支援金が来年度改正される予定と、これからの少子化に向けて、今後、道教委で

どういう施策をしていくのかというのは、考えなくてはいけないかなと思っています。10

年後、或いは 15 年後、これらの時代に生まれた子が高校生になる時に、かなり、生徒数

が少なくなる。特に札幌市内は今、1万人を超している中で、去年は 7,000 人ぐらいと言

っていますので、三分の二に減る、こういう状況の中でどういうことを今後考えていかな

くてはいけないというふうに思っております。ちょっと最後、言わせていただきました。

ありがとうございました。 

 

（中村会長） 

○ ありがとうございました。では、朝倉委員よろしくお願いいたします。 

 

（朝倉委員） 

○ お疲れ様です。私、ＳＯＣ株式会社の朝倉と申します。 

今回もこの点検・評価報告書の取りまとめなど、本当に道教委の皆様、大変苦労された

のではないかなと思います。 

その分本当にしっかりと評価をされて、こういった文章としてまとめられたのかなと

いうふうに感じていまして、本当に苦労する分、やはり子どもたちのためというところが、

皆様が頑張っていただける力になっているのかなと思います。本当にありがとうござい

ます。 

私からは、こちらの概要の方にも、コメント等を盛り込んでいただいた部分なのですけ

れども、私の会社がＩＴ企業ということもありまして、本当にコロナ前から比べて、すご
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く子どもたちのデジタル機器の取組ですとか、授業で取り入れていただいているという

ところがすごく進んでいて、やはり色んな授業とかの推進というかそういったものに使

われて、上手く活用されているのではないかとは思っているところです。 

ただちょっと 1つだけ、私が危惧しているところ、今までちょっと委員の皆様からも出

た意見になるのですが、やはりスマホにも言えることなのですけれども、やはり子どもた

ちが、ルールをしっかり学んで欲しい、学校で色々指導して欲しいと、強く思っておりま

す。 

非常に便利ではあるのですが、やはり危険も多いということをすごく感じておりまし

て、そのためにも、本当は家族だったり保護者の方がきちんと子どものスマホだったりそ

ういったインターネットの管理をしていただくというのが、大切なことなのは、すごく実

感をしております。 

ただ、私も子育てしておりまして小６と小３の娘がいるのですけれども、私自身あまり

余裕がないので、そういった子どもたちのスマホの管理に自信がないので、まだちょっと

スマホを持たせていないというところなのですけれども、やはり保護者の方も、多くのリ

スクが潜んでいるということも分かっている方もいらっしゃるかもしれないですけど、

やはり子どもに任せっきりになってしまうという実情もあるのかなというふうに思いま

すので、今一度、理解していただくということを、学校からぜひ発信していただきたいと

思いますし、また、学校でもぜひ気をつけて見てあげたいなと思います。 

学校以外のところで何が起きているかというのが、あまりそこまで立ち入るというの

が難しいのかもしれないのですが、やはり子どもたちのところで色々なトラブル等も起

きているということもよく聞きますので、ぜひそういったところ、気をつけて見ていただ

きたいです。 

また、その危険性や、セキュリティの部分についても、ぜひ教育する機会を、年に１回

は必ず作っていただきたいなと思います。本当にデジタル機器は、便利でもありますし、

子どもたちの将来の夢に繋がるなど、そういった良い面もあるのですけれども、やはり使

い方１つだと思っていますので、ぜひ安全に使えたらいいかなと思っております。 

例えば授業等で、ＩＴ機器の上手な使い方などを自分たちで考えさせたりですね、その

リスクなども自分たちで考えてもらったりとか、そういった授業も取り入れていただけ

たらなと思います。 

あとはもう 1つ最近、私が思うことなのですけれども、スマホのやり過ぎっていうのが

本当に心にも体にも、健康を害しているというふうに思っていまして、自分自身もついつ

い何か、暇ができるとスマホを見てしまうのですが、やはり大人もそうですけれども、人

間はやっぱりぼーっとする時間もすごく大事かなと思っていまして、なので、そういった

時間が今大分みんな減ってきている。それでメンタル等にも不調を来しているのではな

いかなと最近ちょっと思うことがありましたので、そういったことも、ぜひ学校からも、

少しずつ発信していただきたいなと思っております。 
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あと、もう 1つ長くなってしまい恐縮なのですけれども、前向きなお話としては、今回

あまりでてきてなかったのかなと思うのですけれども、弊社で最近ちょっと宇宙の事業

もちょっとやり始めていて、やはり子どもたちのこれからの未来というところで宇宙に

関するような、そういった授業というか、何か活動というか、大樹町とか北海道の中でも

頑張っている町もありますので、ぜひ何かこういった取組も、学校で取り組んでいただき

たいなと思いました。私からは以上です。 

  

（中村会長） 

○ ありがとうございました。では、山田委員よろしくお願いいたします。 

 

（山田委員） 

○ 北海道中学校校長会の山田でございます。まず、道教委の皆様方には日頃より大変お世

話になっております。 

私からは、やはりこの膨大な資料、データを、先ほど御説明があったように 30、31 ペ

ージにこういう形でまとめ直すと、良いというお声が過去にあって、そしてこういった形

でダイジェスト版を作っているというところを先ほど伺いまして、大変素晴らしいこと

だなと思いました。この資料が送られてき時に、もう重さにまずびっくりいたしました。 

これを、まず読み込むというところで、でも、やっぱり、もう１回最初に戻ってなんて

やっていますと、結構大変だったのですが、この 30、31 ページの資料に、非常にコンパ

クトにわかりやすくされているということで、大変素晴らしい取組だと思いました。 

そして、ちょっと話がずれてしまうのですが、この報告書にはかなり数量データがあり

ます。これは、いわゆるビッグデータだと思います。項目、カテゴリーごとの分析ではな

くて、横の数値を関係性や相関性を探っていくと、何か素晴らしい宝物が出てくるのでは

ないかと、いわゆる統計アナリストみたいな方がここに関わると、生まれるものがあるの

ではないかなというふうに感じたところでございました。 

私ども学校においても、いわゆる学校評価を行っているのですけれども、評価項目が増

えてくると、それに対して総花的な話をせざるを得なくなってしまいます。 

ただ学校には人的リソースも限られていますし、どこに集中して、次年度の改革の方向

性を出すか、どうしても優先順位をつけなければいけなくなります。 

そういうときにやはり統計データを使いながら、目的変数と説明変数の関係を見なが

ら、もう今年は２本だけなんていう形で、施策を絞ってやってと、道教委の皆様的には、

そういうことはできないのかなと思うのですけれども、ぜひ、この 30、31 ページのよう

に、ポイントを絞っていくという発想、何か、ここが一番大事だねとかいうものを、量的

データを伝えながらさらに示していただけると、我々もそうですし、道民の皆さんにも説

明がしやすいのかなと思います。 

多分予算等も限られているという事情は一緒かなと思いましてそんなことを感じた次
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第です。以上でございます。 

 

（中村会長） 

○ ありがとうございました。では、糸谷委員よろしくお願いいたします。 

 

（糸谷委員） 

○ 皆様、おはようございます。お疲れ様でございます。私、北海道教委連の連合会の方か

ら、代表で来ております。空知管内の雨竜町長の糸谷といいます。よろしくお願いします。 

７月になったばかりで、まだまだ委員を続けていかないといけないのかなというふう

に思っており、前回初めてこの会議に出させていただいて、その膨大な量に驚きました。 

実はそれぞれの町でも社会教育事業ですとか学校教育事業に対する、評価点検事業を

行っております。我が町に比べますと何十倍の厚さで、少しこれを参考にしながら、我々

の町も、もう少し詳しく、町民に対しても説明しやすい形のものを、作っていけたらいい

なというふうに思っております。 

私はこれからまだまだ、委員を続けていきますので、今日はこれくらいにさせていただ

きます。 

 

（中村会長） 

○ ありがとうございました。それでは、前半ということで、糸谷委員のところで一旦区切

らせていただいて、これまでの中で特に事務局からコメント等、もしあるようでしたら、

お願いしたいのですが、いかがですか。 

 

（泉野生徒指導・学校安全担当局長） 

● ありがとうございます。生徒指導・学校安全担当局長の泉野と申します。 

平埜委員の方から、スクールカウンセラーに関しまして、前向きな御提言というかお話

をいただいたところです。 

私どもとしても、平埜委員がおっしゃるように、スクールカウンセラーの重要性につい

ては、認識しておりまして、見ている方向は同じだということを、再確認させていただき

ました。 

その上で配置につきましては、平埜委員がおっしゃるとおり、予算も限られている状況

もありますので、どうやったら拡充していけるのかというのを、国の施策とも関連します

が、国の方でも、様々な議論されていますが、そちらと連携して、要望等しながら、配置

拡充に向けて取り組んで参りたいと思っております。ぜひとも、一緒に、お力添えいただ

きながら、よろしくお願いいたします。 
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（中村会長） 

○ 私、川口委員がおっしゃられたこれから私立高校に就学支援金が出て、公立・私立で負

担の差がなくなった場合に、これから公立高校の在り方とか、公立・私立の差異をどうし

ていくかというのは、もし聞けるなら、道教委に教えていただきたいです。 

これからのことなので、はっきりとこうだとは言いにくいと思うですがいかがですか。 

 

（出分教育政策課長） 

● 申し訳ございません。今日、本来であれば出席するはずの担当が不在でして、おっしゃ

るとおりアンケートを実施しまして、公立高校の魅力化も進めていく必要があるかなと

思っておりますので、私立学校も含めていずれも、公教育の大事な要と思いますので、教

育界全体として、高校生にとって魅力ある教育環境というのを作っていければと思って

おります。 

 

（中村会長） 

○ ぜひ大阪の、先発例なんか見ると、公立が逆に地盤沈下（定員割れ）しているのではな

いかとか、いろんな事例が出ているので、ぜひ、その辺の情報も集めていただいて次の期

は、結構大きな話になるんじゃないかなと思います。ぜひよろしくお願いします。 

それでは、よろしいでしょうか。そうしたら、次の後半、鎌本委員よろしくお願いいた

します。 

 

（鎌本委員） 

○ お疲れ様です。本当に、今回対面で２回目来させていただいて、本当に皆様も言ってい

るとおり、この膨大な資料を、老眼が進む私にはこの量の話を読み込むのは本当に、大変

でした。 

今までいろんな会議とか出させていただいてますけど、やっぱりここまで詳細にここ

まで膨大な資料を読み込むことが、あまりなかったので、とても本当に勉強になりました。 

ＰＴＡという立場で、もう、上の子が 24 歳なのですけど、子どもが４人いてその子が、

小学校２年生の時からＰＴＡ活動に携わらせていただいて、今一番下の子が中２で、小中

学校のＰＴＡあと２年なんですけども、長年やっぱり学校と関わることを、意識的にやっ

てきた、面倒くさいとかじゃなくて、やってと言われたからやってきたじゃなくて、意識

的にやってくるとやっぱり見えるものって全然違うと思います。 

やっぱり先生方の行動であり、私たち親として何をしなきゃいけないか、あと、地域の

同じ学校に通っている他の子どもたちってどうなのだろうとかって、見抜く方向が、自分

の中にはすごく、自分なりの社会貢献もできているような、目線で活動できていたのでは

ないかなと思っています。 

その中でこういうような基盤があって、その中で私たちの、家庭での教育っていうのが
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本当に、大事だなっていうのは、いつも感じているのですが、その中でも、いろいろそれ

に携わる先生方の働き方改革でちょっと、私の上の子が小学校のときの先生方の様子と、

今、中２の子の先生方の様子がもうなんか、あからさまに違って見えるっていうような状

況もあったりします。 

働き方改革が何も悪いわけじゃないのですが、私たちに見える先生方の働き方改革が、

退勤時間でしか見えない、見えてこない。退勤時間が早くなるっていうことがいいこと、

じゃないとは思います。 

やっぱり子どもたちに対する、その授業の内容だったり、もちろん先生方の生活の充実

だったり、そういうものが全部はかり知れて、働き方改革っていうのが成功してるかどう

かっていうふうになってくると思う中でも、父兄から見ると、先生が早く帰っちゃってい

るとか、あとＰＴＡ活動になかなか参加してくれないとか、校長先生、教頭先生が、ＰＴ

Ａ活動あるから、じゃああの先生残ってよってもう言えないとか、日曜日にレクレーショ

ンあるから出てね、とかが言えないとか、なんかそのような方向性になっていて、何か私

たちと先生たちとの間にも少しずつ壁ができてきているような、印象を受けるのが、実際

のところです。 

でもそれって、先生方だけじゃなくって、家庭の親御さんもそれこそ先ほどコロナ禍で

子どもの様子が変わりましたって言っていましたが、子どもを育てていて、親の様子もや

っぱりコロナ禍で変化しています。 

本当に考え方が変わって、馬鹿みたいに積極的にＰＴＡ活動に出ている私にとっては、

本当に子どもの活動や学校の活動に興味が本当にないでしょうかって、問いただしたく

なるぐらいの親の協力性の無さでもないのですが、それでも何かやりますよって言った

ら、やるやるって元気に言ってくれる親御さんたちもいっぱいいるのですが、それが何か

ちょっと、役職だったり、係だったりっていうところに持ち込むと、いや面倒くさいから

っていう言われ方をされたりとかして、本当に今そのＰＴＡ自体も存続するのが本当に

難しくなってきて、私旭川から来ていますが、旭川の市の中でも、本当に存続しなくても

いいのではないかと言っている声が上がってきています。 

私としては、ＰＴＡ活動をしていることによってこういう大きなこういう大事な組織

の中の、一員として意見とかも話させてもらえるっていう立場をいただいているので、や

っぱりそのＰＴＡっていう活動をこれからも大事にしてそれを伝えていかなきゃいけな

いなという使命。やはり子育てしながら皆さんそういうことを考えましょうっていうこ

とを、何か言っていかなきゃならないのだなあっていうのを、こういう会議に来ると、い

つも実感させられます。 

今後、対面もないということなのですが、でもこういう大事な事が、私たちの中にはあ

るんだよっていう基盤を本当にいただいたので、これからそれをまた自分の中にもっと

きちっと落とし込んで、それをみんなに広めるように、頑張っていきたいなと感じました。

本当にありがとうございます。 
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（中村委員） 

○ ありがとうございました。それでは続けて田邊委員よろしくお願いいたします。 

 

（田邊委員） 

○ 北海道小学校長会の田邊でございます。 

前回の会議でもお話させていただいたことに対して本当に１つずつ丁寧に回答いただ

いて、ありがたいなと思っています。 

それから点検評価報告書の概要版、他の委員さんからもお話ありましたけれどもあれ

も、その中に反映していただいてるっていうことは、本当にありがたいなというふうに思

っています。 

前回もお話したのですが、学校現場で人が足りていないっていう部分が本当に大きな

課題だなというふうに思っています。 

それによってこうやって丁寧に評価されている 1 つ 1 つの施策の項目に学校現場レベ

ルで取り組もうとしてもやはり余裕がない。大変残念なのですが、取り組むことができな

い状況がやはり発生してしまいます。 

今お話あった働き方改革も、私たちが今計画を立ててやろうとするのですけれども、人

が足りなければやはり絵に描いた餅になってしまうというところがあります。 

ただこれまでお話を伺ってたり報道等で伝わってきたりする内容では、道教委とか教

育局の方々が、その教員不足、或いは期限付教員の確保のために、本当に色々な方法で、

集めてくださっているのだな、いろいろな地域で説明会を何回もやっていただいたりだ

とか、高校まで出向いてお話をされたりだとか、本当にありがたいことだと思っています。 

そこで私たち学校現場にいる者としてやらなければならないのは、教育委員会の方々

と、教育委員会の方で頑張って確保していただいた貴重な人材を、私たちがしっかりと今

度育てていかなければならないのだなというふうに感じております。 

ですから、その人材確保と人材育成という部分の取組を別々に行うのではなくて、教育

委員会と学校が、今まで以上にしっかりと連携して、一体的に取り組んでいかなければな

らない、そこが重要だなというふうに思っています。 

そうして教員不足、それから教頭職、管理職を目指す教員の不足などの課題を解消して

いきたいなというふうに考えているところです。ただその人材確保と人材育成だけでは

なくて本当に様々な面で連携を図りながら取り組んでいかなければならないこともたく

さんあるかなと思います。 

今お話いただいた、働き方改革も、やはり学校現場からも、何のためにやるのかという

のを発信しなければならないですし、教育委員会の方からも、保護者とか地域の方々に、

こういう意味で、働き方改革を進めていくんだということの説明が必要だと思います。働

きやすさと働きがい、この両面を大切にしてるんだっていうところが多分うまくまだ伝

わってないのだろうなというふうに感じました。これからも一緒になって、いろいろな活
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動を進めて参りたいと思いますのでどうぞよろしくお願いいたします。 

 

（中村委員） 

○ ありがとうございました。それでは続けて小林委員よろしくお願いいたします。 

 

（小林委員） 

○ 都市教委連を代表として参加させていただいております。夕張市教育委員会の小林で

す。報告書の作成大変お疲れ様でした。皆さんもおっしゃってるように、各委員からの意

見をしっかりと踏まえていただきながら、担当者の努力のもと、本当にこう丁寧な報告書

が出来上がったというふうに思います。 

また、この報告書ですけれども昨年度、令和６年度の活動状況の点検評価ということな

のですけれども、やはり次へのステップという意味合いも、もちろん当然あるのかなとい

うふうに思います。ですので、学校現場でなかなか配布、取り組むことが難しい状況もあ

るんだという、お話もありましたけれども、やはり大切なのはこれからの取組なのかなと

いうふうに思います。 

細かなことになりますけれども特別支援教育の推進に関わって、個別の教育支援計画

の作成について、作成することが、目的ではなくてしっかり活用しなきゃならないという

ことを、前回の会議で言わせてもらったのですけれども、でも、作成しないと始まらない

と、こういうことも言えますので、今回の報告書、これを機に作成割合が増えていったら

いいなというふうに期待しております。 

また、幼児教育の充実に関わってなのですが、今年７月に行われました中央教育審議会

の部会において、幼児教育の充実とか、幼保小の円滑な接続に関する審議が行われている

のですが、その配付資料の中に、幼児教育センターによる取組例というページに、道教委

の取組が載っていました。 

幼保小接続のかけ橋プログラムの推進のことや、今年度から確か実施していると思う

のですが、架け橋期のアドバイザー派遣事業のことなどが、紹介されています。 

このように中教審の会議資料の中に北海道教育委員会が行っている事業が取り上げら

れるという、その大変素晴らしいことだと思いますので、もっともっと、これを知っても

らって、今後の本道教育の充実を図っていただければいいなというふうに思いました。 

本当に御苦労さまでした。 

 

（保前委員） 

○すみません今回そちらの方へ最後に行けなくてとても残念でした。 

でもオンラインで参加させていただいてるので、皆さんのご意見もさっきから、うん、う

ん、と思いながら聞いておりました。 

まずですね本当に皆さんがおっしゃるように今回膨大な資料が、土曜日でしたかね私の
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手元に届きまして、それから土日にかけてじっくりと拝見させていただいたんですけれど、

もう本当によく、まとめられていてご苦労されてるな、努力されてるなというのがよく分か

る内容で素晴らしいなと感心しました。特に報告、点検報告書の方ですよね。点検評価報告

書の方を見させていただいたときに、どんどん見やすくなってるなと思いました。特に定性

評価のところなんですけど、定性評価のＰＤＣＡの流れと、進捗状況のフローがとっても分

かりやすく、見やすかったです。 

こういうふうにすると、次に繋がるというパターンがね、とっても明確にパターン化され

ていて、いいなあというふうに思いました。まずは、これに携わった皆さんのご努力は本当

に素晴らしかったということを言わせてください。 

それでですね、全体を通して、ちょっと少し言わせていただきたいことがあったので、こ

れからお話しますが、今まで私は８期、９期、そして今回の 10期という長きにわたり、教

育推進計画のこの会議にかかわらせていただきました。本当にとても感謝しております。 

私は３人の子どもたちを育てる最中にＰＴＡという立場で、まず、学校に関わり、そして

そのあとには放課後子ども広場という、ボランティア事業をずっと続けてきてもう 20 年近

くなるのですけれど、それに関わる事業をずっと続けてきて、そういう私にとってはもう本

当に長年ですね学校っていうのは切っても切り離せない関係があります。 

子どもたちが学校を卒業してから随分と経っているのですけれど、私はいまだに週に１

回は学校に足を運んでおります。 

学校に顔を出して、もちろん子どもたちとも触れ合ってますし、それから保護者の方たちの

話もよく聞けるし、それから先生たちとも会話をするので、とてもなんか今の学校の状況に

ついて知れるし、昔の学校からずっと流れを見て今の学校の状況の変化も、自分の中の肌で

感じるところがあります。そんな中で、皆さんからいただいた意見とか、「ちょっと問題が

あるんですけど…」なんて相談されたようなことを、この教育推進会議のときに、折を見て、

話すことができたらなということで、私も今まで（この会議に）かかわらせていただいたの

で、それは本当にとても重要なことであったなというふうに思っております。 

そしてですね、新屋さんですか？今回公募で委員をされたっていう意欲的な保護者の方

が現れたことも非常に私にとってうれしいことで、実は私も、社会教育士という言葉が生ま

れたときに、すぐに社会教育士を取ったのですけれど、やはり、いつまでも同じ人間が、そ

の立場にいるということじゃなくて、後継者を育てる。後に続く若い世代の人たちを育てる

っていうことがとても大事だなって常日頃思っていたので、もうなんか新屋さんみたいな

方が現れたことがとってもうれしく思ってます。もうこれからはあなたに後を継いで欲し

いみたいな感じもあったりして、そういう方たちがどんどん出てくるといいかなと思って

います。 

そして、この教育推進会議は、会議に参加されている委員の皆さんは、様々な立場では参

加されているんですけど、その方一人一人の意見をきちんと真摯に受けとめてくださって、

そしてそれをまた発言できる貴重な会議だと思ってます。委員の皆さんの意見を聞いて、す
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ぐに行政側の皆さんが、その推進計画の骨子がもうある程度立てられているにもかかわら

ず、見直して反映させるという努力もされていることにも、いつも私は感心していました。

だから、この会議は本当に素晴らしい会議だなとずっと思っていました。 

ただ、どんなに素晴らしい計画を立てても先ほどおっしゃった方がいたんですけれど、や

はり実現に結びつけていかないといけないことなので、ただ、実現に結びつけるためには、

必ず時間がかかりますよね。それから困難も生じます。そういうふうになったときでも、私

たちがこうやって一生懸命考えて考えて考えた施策の方向性、これはやはりぶれずにずっ

と貫いていって欲しいなあというのが私の今の願いでもあります。 

素晴らしい会議に参加させていただいて今まで参加させていただいて本当にありがとう

ございましたっていう感謝の気持ちでいっぱいです。北海道の教育が、今後も皆さんの力に

よって支えられて、そして、道産子たちに夢と希望を与えるような、そんな教育になってい

けばいいなと心から願っています。今までありがとうございました。 

  

（杉本委員） 

○北海道教育大学教職大学院杉本でございます。 

私は２期４年務めさせていただきました。本日最後だったので、ぜひ対面でと思ったんで

すけども、どうしてもですね大学の集中講義等の都合がございまして、スケジュール調整が

効かなくて、本日もリモートということで、参加させていただいております。 

実はですね、昨日教職大学院の集中講義でございまして、北海道の教育の現状と課題みた

いな授業なんですよね。その際に主担当の先生、道教委出身の実務家の先生なんですけども、 

推進計画を使って授業されていました。推進計画のページから北海道の現状と課題洗い出

してそれについて考えるという授業の展開でした。私の授業でも教職大学の授業でも学部

の授業でもこれ使ってます。 

改めてこれ見直すと、大変よくできてるなあというふうに思ってるんです。 

これ、どれぐらい現場で活用されてるのかなっていうのがやはりちょっと気になっていて、

せっかくこれだけいいものできてるんですから、校長会、教頭会、指導主事の先生もかばん

の中に常に入れていただいて、これを使ってですね、日頃の学校のグランドデザインだとか

取組を点検できる仕組みを、何とかできないかなっていうのをちょっとご提案したいなと

思ってました。 

特にですね校長会教頭会の研修等で、これ使って、自校のグランドデザインを見直すって

いう研修やるだけで、やっぱり推進計画で掲げられている施策について、意識づけ、動機づ

けも高まると思いますし、具体的な取り組みも出てくるんじゃないかなっていうふうに、願

っているところなんですよね。ぜひそれは検討していただきたいなと思います。どんどん、

ボロボロになるぐらいこれを活用して常に手元に持っていただきたいなというふうに思っ

てます。それから今回の点検評価報告書を拝見させていただきました。これまで委員の先生

方からもコメントあったように、私も本当に道教委の先生方のご苦労というか、大変よくま
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とめていただいたことに感謝申し上げます。 

特に素晴らしいなと思ってるのが、総合評価を踏まえた次年度の取組です。 

これがどれだけ浸透するかということで、先ほどのこの議論とも一緒なんですけども、やは

りまとめたからＯＫじゃなくて、これを活用して、どう現場に下ろして理解していただいて

広めていくかっていうのが、やっぱり北海道の広域性、人口社会に取り組む、先ほど申し上

げたような働き方改革も、これだけ立派なものがあるのですから、新たに各地方で似たよう

なものを作る必要は全くなくて、そういったものを上手に活用していけるようになってい

けばいいなっていうふうに願っております。２期４年、大変お世話になりました。私からは

以上です。 

 

（篠原副会長） 

○私も本会議の１期目であり、昨年と今年で点検評価に携わらせていただきまして、本当に

膨大な量の調査の取りまとめていただき、全体状況を確認できるとともに、またこの会議の

中での様々な意見を的確に反映いただき、感謝を申し上げたく思っております。 

私も委員の皆様からのご意見も伺いながらですけれども、やはり「教育は人なり」である

と、改めて感じております。この会議に集まってくださる皆様ももちろんですし、日々、各

現場で子どもたちにかかわれる先生たち、あるいは、スクールカウンセラーなど専門職の

方々がおられます。ＰＴＡのなり手という話もありましたけれども、本当に保護者の皆様と

学校の連携協力も変わらず重要だということも言えると思います。 

特に教員不足、あるいは年度途中に教員の欠員が出たとき、補充が難しいという実態等を、

大学で教職課程を担当する中でも非常に実感します。 

高校で高校生に向けて話させていただくこともあるんですが、私が教育学部から来まし

たと言うと、「教員になりたいです。」という高校生も確かにいるんです。昔と変わらず、小

学校のときの先生が、中学校のときの先生がというように、憧れを抱く、そういう経験が学

校の中で、子どもたちの中で、高校生、大学生となる中で具体的な進路、将来の仕事として

イメージしてくれるのだと思います。それをすごく大切にしたいなっていう気持ちがある

のですが、一方で高校生と話してると、「私、教師になりたいんだけれども、中学校の恩師

からやめとけって言われる」とかですね、「大変なんだよ」っていうのをいろいろ聞いて、

「そうだな」と考えを改め始めていますとか、そういう話まで、実は聞くこともあります。 

現実を知ることも大切な一方で、皆さん高校生でしょ、大学まで行って教員免許を取るっ

てことはまだ７年８年ぐらい先だよね、それまでもっと良くなるからというように、口約束

で全く責任もない立場で私は言っていますけれども、そういう気持ちを受け止めて、今、中

高生で教職に憧れている子どもたちの希望をしっかりつなぐことが大切かなと思っていま

す。 

そして、先生たちに憧れを抱くということは、先生たちが生き生き元気に、笑顔で朗らか

にというのが、人間として子どもたちに関わってくれる日常という意味で、大事だなと思っ
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ています。そのための条件をどう整えているかということも併せて、日々の改善をこれから

先も、道教委の皆様だけじゃなくて私たち一丸となって考えていかなくてはいけないと思

います。 

 

（山下教職員局長） 

●すべての子どもたちへのより良い学びの場の実現に向けまして、その直接の担い手とな

る教員の確保は、最優先で取り組むべき課題と認識しており、委員の皆様からお話もありま

したが、教員採用選考検査におきまして、特別選考等の取組、また年度途中の教員確保に向

けた説明会などを実施していますが、なかなか厳しい状況が続いてる現状でございます。こ

の度、国の方でいわゆる給特法の改正として、教員の処遇改善、働き方改革の推進を一体的、

総合的に進めるものが今回改正されたところです。この改正を踏まえて、私どもも教員が働

きやすさと、働きがいを感じられる職場環境を実現し、より多くの方が教職を目指していた

だけるように、様々な取組を総合的に推進し、教員確保に今後も引き続き取り組んでまいり

ます。 

 

（出分教育政策課長） 

●委員の方々からいただいた意見を踏まえ、絵に描いた餅のようにならないようにしたい

と思います。 

 

（中村会長） 

○私から２点、言うべき意見はこれまでの委員さんがほとんど述べられたとおりで、私も勉

強になりました。１点はですね、素晴らしい点検評価がこのようにまとめられたので、その

労力に対して心から敬意を表したいと思います。それで評価がまとまったので、ホッと安心

しがちなのですが、意見にもありますとおり、これがスタートなのですね。いみじくも今出

分課長さんが言っていただいたとおり、せっかくこれだけ素晴らしい報告書ができたので、

これをいかに実践に結びつけていく、それも教育庁の中だけでおさめるのではなく、先ほど

杉本先生がおっしゃったように色々な現場に、現場のやり方に沿った実践の形に作ってい

っていただきたいと思います。もうどこの現場でも全部読みこなして、自在にこなすという

ことはあり得ません。色々な制約がある中で、それぞれの現場の条件に合わせた形で、ひと

つしかできない現場があっても良いと思います。でも、とにかくこうしてまとめられた結果

を現場の中で一つ使ってみる。そしてその事例をもう一度拾い上げていただいて、次の期の

会議にフィードバックしてレベルアップしていただくというのを是非ここまで素晴らしい

ものができたので、私も卒業試験で満足しているようなところがあるのですが、概要編まで

まとまりましたので、書類としては完璧だと思います。あとは本当に実践へ結びつけていた

だきたいというのが、１点目です。 

 ２点目としては、本当にこの積み上げるこういうミクロの努力は申し分ない、素晴らしい
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組織体だと思います。問題は、それを踏み散らかすような大きな問題が、先生の不足も、少

子化も、いろいろなデジタル化もそうですが、このスピード感がたぶん我々の想定をはるか

に超えているのではないかというように思いますし、多少努力が行われても、現実の変化は

我々のこれから思いを超えていくと思います。ただ、そういう厳しい現実の変化があるのな

らという中で、この点検評価ともう一つ大きなレベルで、マクロのレベルでも、中長期のレ

ベルでも良いですし、中期計画の視点でも良いのですが、そういった大きな視点を時々合わ

せながら振り返っていただくというか、先ほどは実践の話をしましたけれど、もう一つは大

きな視点というところを重ねていただいて、会議の半分は正値のチェックを今以上にやっ

ていただいて、もう半分くらいはもう少し現実に先生不足の問題に、これは本当に効果を上

げられるのかとか、もっと効果を上げられるアイデアがあるのではないか、現場の意見、皆

さんどうですかというやりとりが、もう少しフランクにできる方が、打開しやすくなるので

はないかということをお伝えして、私からの最後のまとめとさせていただきます。これをも

って本日の予定を終了させていただきたいと思います。 

 

（佐々木課長補佐） 

●中村会長ありがとうございました。 

それでは、閉会にあたりまして、総務政策局長の伊賀よりご挨拶申し上げます。 

 

（伊賀総務政策局長） 

●開会挨拶において、教育長も申し上げましたが、第 10 期の任期は本年 11 月末までとな

っており、第 10 期としては、本日の会議が最後となります。これまで、委員の皆様には、

新たな推進計画に関する点検・評価をはじめ、本道の教育推進等について皆さまの幅広い見

地からご審議いただいたことに、改めて御礼を申し上げます。 

また、中村会長におかれましては、平成 29年から４期８年にわたり、委員及び会長を歴

任していただきましたが、本推進会議の規則上、第 10期を最後に委員を退任されます。こ

れまで貴重な御意見をいただき、また、会長として円滑な進行をいただきましたことに、 改

めまして感謝申し上げます。最後に、任期としてはあと４ヶ月ほどありますので、今後も、

それぞれのお立場から、本道教育の充実改善に向けて、お力添えをお願い申し上げ、挨拶と

させていただきます。 

 

（佐々木課長補佐） 

● それでは、本日の会議を終了いたします。お疲れ様でした。 


